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けいれんが起きたら…？ 

子どもがけいれんを起こしたら、まず衣服をゆ

るめ、嘔吐物を喉に詰まらせないように横向き

に寝かせます。けいれんの続いた時間を計って

記録し、医師に伝えましょう。 

やってはダメ！ 

舌をかまないようにと、口の中に布などを詰める

のはやめましょう。窒息の原因になります。 

また、けいれんしている子どもを揺さぶったり、

押さえ付けたりしてはいけません。 

様子を静かに見守りましょう。 

けいれんが起きたら救急車を呼ぶべきかどう

か、判断に迷うところです。次のような症状が

あれば、至急呼びましょう。 

・けいれんを起こすのが初めて 

・頭を打った後にけいれんを起こした 

・10～15分経過しても、けいれんが止まら

ない 

・体の一部だけがけいれんしている 

・けいれんが止まって、再度けいれんが起こ

った時 

・けいれんが治まっても、意識が戻らない 

・嘔吐や頭痛を伴うけいれん 

急性中耳炎 

急性中耳炎（きゅうせいちゅうじえん）には、発

熱、耳の痛み、耳だれなどの症状が見られます。

機嫌が悪い、耳をよく触る、耳を触ると嫌がる、

かぜが治っても熱が下がらない…などの症状が

見られる場合は急性中耳炎を疑ってみましょう。 

【急性中耳炎になってしまったら…】 
 
・痛み、発熱のある時は安静にします。 
・痛がる時は耳を冷やしましょう。温めると痛みが
強くなります。 

・鼻水はすすらないようにします。 
・鼻をかむ時は片方ずつ、ゆっくりと。 

冬に流行する風邪には、発熱、鼻水、喉などが主症

状の「鼻とのどの風邪」と、嘔吐、下痢が主症状の

「お腹に来る風邪」（感性性胃腸炎）などがありま

す。自宅では部屋を保温加湿し、時々空気の入れ替

えを行い、予防しましょう。 


